
WHABITAT 
国際・住居支援・農業 

      

WHABITAT は、主に東南アジアなど貧困地域での住居⽀援を⾏う国際 NGO 団体

『Habitat for Humanity Japan』の学生⽀部です。毎週水曜日に国内外の社会問題につい

て学ぶミーティングを⾏うほか、不定期の国内ボランティア、春夏休業期間には⻑期プロジェクトの

ボランティアを⾏っています。コロナ禍で制限がありましたが、現在は状況も改善し本年から海外で

の建築ボランティアも再開したり、合宿ができるようになったりと、活動の幅は広がりました。またボラ

ンティア以外にも、定期的なレクやイベントを⾏っています。時に真⾯⽬に、遊ぶときは全⼒で楽し

むサークルです︕ 
 

◆活動計画 

4 月 新歓イベント、レク、国内ボランティア 5 月 新歓イベント、国内ボランティア、新歓合宿 

6 月 国内ボランティア、レク、早慶戦観戦、1－4 年会 8 月 国内ボランティア、⻑期ボランティ

ア、レク、納会、夏合宿、海外住居建築ボランティア（GV） 9 月 国内ボランティア、⻑期ボラ

ンティア、レク、海外住居建築ボランティア（GV） 10 月 国内ボランティア 11 月 レク、引退

式、早稲田祭 12 月 クリスマスパーティー 1 月 新年会 2 月 国内ボランティア、冬合宿、海

外住居建築ボランティア（GV） 3 月 国内ボランティア、海外住居建築ボランティア（GV）

＋毎週水曜日、⼤学付近でのミーティング（⻑期休み期間は不定期）  
 

◆Episode  『「できること」を考える』 

入学以来、コロナの影響で思うように活動できないことにもどかしさを感じていました。そんな中、

2 年生の夏休みにサークルで国内でのチーム活動を⾏いました。コロナ禍の今、⾃分たちにできる

ことって何だろう︖をテーマにたくさん話し合いを重ねることで、⾃分が「できない」に注⽬し視野が

狭くなっていることに気が付きました。最終的にはSNSを活⽤しながらインターネット上での募⾦活

動を⾏い、仲間の協⼒もあり、結果として⽬標⾦額を超える寄付を集めることができました。 

この経験を通し、どんな状況であっても、広く世界を⾒渡せば、新たな可能性を発⾒することができ

る、ということを学びました。それ以降は、⼀歩下がったところから「できる」に注⽬するようになりました。  

現在では制限も外れ始めていますし、「できる」ことは増えているからこそ、この成⻑を忘れないようにし

たいと思います。 

 

 問い合わせ先 whabitat.mail@gmail.com 

メンバー数 86 人 

参加費⽤ 3,000 円 

活動時期・頻度 毎週水曜日のミーティング(基本対⾯）、

不定期ボランティア、レクリエーション 


